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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では、博物館において 2 体のロボットがまるで来館者のように展示物についてお
しゃべりをし、それを人間が「盗み聞き」して展示についての情報を得るという、全く新
しいコンセプトの鑑賞支援ロボットの開発を行った。そして、それらのロボットを用いた
情報提示方法の有効性について検証を行った。その結果、ロボット同士の会話内容から展
示物に関する新たな情報や視点を得て、人間がよりじっくり興味をもって展示物を楽しむ
という、豊かな鑑賞体験を提供できることが確認された。また、鑑賞支援ロボットのさら
なる発展へとつながる設計指針を得ることができた。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Herein we develop viewing-support robots using a completely new concept in which 
two robots converse with each other about museum exhibits similar to real people and 
museum visitors “eavesdrop” on the conservation to obtain information about the 
exhibits. Our study to evaluate the effectiveness of this information-presentation 
method revealed that people can obtain new information and perspectives about 
exhibits from the conversations between robots. This method provides museum visitors 
with richer viewing experiences, allowing them to more thoroughly enjoy exhibits. 
Additionally, the study provided a useful design guide to further develop 
viewing-support robots. 
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１．研究開始当初の背景 
 現在、博物館教育の充実を目指すべく鑑賞
支援ロボットが開発されているが、いずれも
説明員の代行として、人と対話をしながら展
示物を説明するというコンセプトのもと開
発がすすめられている。 
 しかし、実際に人間が情報を得て学び成長
するプロセスの中には、直接的な対話をもっ
て情報 を得るばかりでなく、直接的な対話
がない状態で他者から情報を得ることも多
い。また、鑑賞支援ロボット「TalkTorque」
を開発した筑波大学の葛岡の話によると、ロ
ボットに展示物の説明をさせると「ロボット
に教えられたくない」と感想を述べる鑑賞者
もいるそうで、ロボットが人間に対して直接
何かを教えることに違和感を持つ人もいる
ようである。このような感想を持つ人に鑑賞
支援ロボットが展示物についていくら情報
を提示したとしても馬耳東風なのかもしれ
ない。 
 これらのことを踏まえ、直接的な対話によ
る情報提示ばかりでなく、図 1 のような直接
的な対話のない情報提示モデルを取り入れ
ることで、博物館においてより自然でより豊
かな鑑賞体験を提供することができるので
はないかと考え、本研究の着想に至った。 

 
２．研究の目的 
 本研究では、説明員の代行ではなくロボッ
トがまるで来館者のように振る舞い、作品に
ついておしゃべりをし、それを人間が「盗み
聞き」して展示についての情報を得るという、
全く新しいコンセプトの鑑賞支援ロボット
（図 2）の開発を行う。そして、鑑賞者と直
接的な対話がない状態での情報提示の有効
性にいて確認検証を行うことが目的である。

その結果を人間が自ら学ぶ力や、自主性を尊
重した、豊かな鑑賞体験を提供する鑑賞支援
ロボットの更なる開発へとつなげる。 

 
３．研究の方法 
 本研究では、博物館における新しいコンセ
プトの鑑賞支援ロボットを開発し、効果的な
情報提示方法を検証した。そして、成果を社
会へ発信した。なお、手順は以下の 4つのス
テップで行った。 
 
(1)最初に 2 体のロボットの開発を行った。
本研究で開発する鑑賞支援ロボット（図 3）
は、2体 1組で行動する。鑑賞者に直接作品
の解説を行うのではなく、ロボットが博物館
の来館者のように振る舞い、おしゃべりをし
ながら展示物を鑑賞しているような動作を
する。人間の鑑賞者はそのロボット同士の会
話を横から「盗み聞き」することで、作品に
関する情報を得る。 
 
(2)筑波大学総合研究棟内のギャラリーDを
博物館に見立て、予備実験を行った。ロボッ
ト 2体が来館者のように展示を見て回る動作
をさせ、そこに人間の来館者(学生被験者)が
入り、展示作品を鑑賞した。この実験では、
ロボットの動作記録を行うとともに、被験者
の主観評価、理解度評価、行動の記録・解析
を行った。なお、実験では被験者の集団を 2
つに分けて、スピーカーによって作品を解説
する情報提示方法との比較・検証を行った。 

図１：他人の会話を横で聞く情報提示モデル 

図 2：開発したロボットの使用イメージ 

図 3：開発した初期型のロボット 



(3)予備実験から得たフィードバックをもと
にロボットの発話の速度・間隔・音質・内容、
体の位置・方向・ジェスチャなどに改良を行
い、つくば市にある科学系博物館つくばエキ
スポセンターで実証実験を行った。なお、実
証実験の内容は予備実験に準ずる。実験の結
果から、効果的な情報提示方法についての検
証ともに、ロボット（図 4）のさらなる改良
を行った。 

(4)博物館における新しいコンセプトの鑑賞
支援ロボットとして、発表・展示・実演・イ
ンターネットでの情報発信を行った。（図 5） 

 
４．研究成果 
 現在、人とロボットの共存できる社会を目
指し、人支援型ロボットの開発が行われてい
るが、その先行研究のいずれもが、直接人と
ロボットが対話することによって発生する
問題を抱えている。それを解決すべく本研究
で開発を行ったのが間接的情報提示を行う
ロボット Gemini である。平成 23 年度には、
大学内での予備実験で一定の効果を確認す
ることができた。 
 平成 24 年度は、学外の科学博物館におい
てロボットによる情報提示で人の理解度に
変化が見られるか、そしてロボットが情報提
示していることに対して人はどのような印
象を持っているか検証を行った。（図 6）来場
者に展示物に関するクイズや、ロボットに関
するアンケートを実施し、ロボットを用いた
情報提示によって部分的に展示物に関する
理解度が高まることが確認できた。また、ロ
ボットについて「可愛い」「楽しかった」な

どの肯定的な意見が大半を占めたが、「音が
聞きづらい」などの音量、音質に関する否定
的な意見が見られた。 

 本研究は、博物館での鑑賞を支援するロボ
ットということで開発を進めてきたが、研究
を進めている中で、博物館外の人の往来の激
しい場所で企画展の広報としてロボットを
使用するニーズがあることが分かった。そこ
で広報を目的としても同じロボットが活用
できるか、駅に直結したホテルのロビーにて、
ロボットとデジタルサイネージについて比
較も行った。（図 7）ロボットの音質に関して
は改善を求める意見があったが、興味と印象
はロボットのほうが良い結果となった。 

 科学博物館とホテルでの実験から、情報提
示ロボットは情報の理解度を向上させ、人の
興味を既存の情報提示媒体より強く引きつ
け、そして好印象を与えていることがわかっ
た。これらのようなことからロボットによる
情報提示が有効であるということが確認で
きた。 
 説明員としてのロボット、いわゆるガイド
ロボットの発展は、先行する研究者たちによ
って道筋ができつつあるが、本研究では、ま
ったく新しい視点によるロボットの開発を
通して、鑑賞を支援する効果的な情報提示方
法の有効性を示した。また、本研究がさらに
進むことにより、まるで来館者のようにロボ
ットたちが振る舞い、ロボット同士が展示物
に関しておしゃべりをする。そして、それを
人間の来館者が耳にすることで、展示物に関
する新たな情報や視点を得て、よりじっくり
興味をもって展示物を楽しむ。というような、
豊かな鑑賞体験の提供が期待できる。 
 

図 4：改良型のロボット 

図 5：展示会の様子 

図 6：科学博物館での実験風景 

図 7：ホテルのロビーでの実験風景 
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